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※休庁日における出生・死亡・婚姻・離婚届は、市役所１階の総合案内で当直者が受付します。
※デマンドタクシーの１月４日（土）の１便（８時）は、１２月２８日（土）１７時までに予約してください。

日
施設

27 日
金

28 日
土

29 日
日

30 日
月

31 日
火

1 日
水

2 日
木

3 日
金

4 日
土

5 日
日

6 日
月

7 日
火

市役所 
☎７３ー１２１１ 〇 × × × × × × × × × 〇 〇
勝浦診療所
☎７７ー０３３１ 〇 × × × × × × × × × 〇 〇
芸術文化交流センター
☎７３ー１００１ 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 〇 ×
こども館
☎７３ー０００１ 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 × 〇
図書館
☎７３ー０３００ 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 × 〇
ＫＡＰＰＹビジターセンター
☎７３ー２５００ 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇
市営荒川テニスコート
☎７６ー０１８０ 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 〇 〇
かつうら聖苑
☎７６ー２９５０ 〇 × 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇
デマンドタクシー
☎７３－２０４０（予約受付） 〇 〇 × × × × × × 〇 × 〇 〇

市施設などの年末年始業務は次のとおりです ○＝通常業務　×＝休み

清掃センターの年末年始の業務について

問合せ　清掃センター　☎７３−２３７０

水 木 金 土 日 月 火
12/25 26 27 28 29 30 31

８時３０分～１７時 ８時３０分～１５時
1/1 2 3 4 5 6 7

８時３０分～１2時 ８時３０分～１7時

①
年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

・
年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
は『
ご
み
分
別

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
』の
と
お
り
行
い
ま
す
。

・
可
燃
ご
み
の
年
末
の
収
集
最
終
日
は
12
月

27
日
㈮
で
す
。
28
日
㈯
～
31
日
㈫
の
収
集
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
年
始
は
１
月
６
日
㈪
か
ら
収
集
を
開
始
し

ま
す
。

②
年
末
年
始
の
ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て

（
下
表
参
照
）

・
年
末
に
は
ご
み
の
持
ち
込
み
が
集
中
す
る

た
め
、
大
変
混
雑
し
、
搬
入
待
ち
や
渋
滞

な
ど
で
、
通
常
よ
り
か
な
り
お
時
間
が
か

か
り
ま
す
。

・
収
集
車
の
安
定
業
務
や
混
雑
を
避
け
る
た

め
、
時
期
を
ず
ら
し
た
搬
入
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
大
型
、
大
量
の
ご
み
な
ど
や
む
を
得
な
い

場
合
以
外
は
、
お
近
く
の
ご
み
集
積
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
大
量
の
ご
み
を
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
も
早

め
の
搬
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。特

に
１
０
０
㎏
を
超
え
る
大
量
の
持
ち
込
み

に
つ
い
て
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
昨
年
と
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
日
程
が

異
な
り
ま
す
。
よ
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
年
始
は
１
月
４
日
㈯
か
ら
搬
入
受
付
を
開

始
し
ま
す
。

③
年
末
年
始
の

　
し
尿
汲
み
取
り
業
務
に
つ
い
て

・
し
尿
の
汲
み
取
り
業
務
は
、
12
月
28
日
㈯

ま
で
行
い
ま
す
。

・
年
末
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
く
み

取
り
の
申
し
込
み
は
一
週
間
前
ま
で
に
お

願
い
し
ま
す
。

・
年
始
は
１
月
４
日
㈯
か
ら
汲
み
取
り
業
務

を
開
始
し
ま
す
。
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外房
線297 至

御
宿

勝浦
駅

至
鴨
川

至大多喜

大多喜街道
128

勝浦市役所勝浦市役所

国
際
武
道
大
学

国
際
武
道
大
学

○旧勝浦有料道路全面（部原〜串浜）
○　　　１０：５０〜１２：１５

当日通行止め区間

外房
線

外房
線

至
鵜
原

至
鵜
原

民宿
理想郷
民宿
理想郷

松部漁港松部漁港

砂子ノ浦砂子ノ浦

吉尾港吉尾港

黒ケ鼻黒ケ鼻

卍卍至
鴨
川

至
鴨
川

至勝浦至勝浦
妙潮寺妙潮寺

至
御
宿

至
御
宿

松部漁港松部漁港

128

○松部漁港交差点から松部漁港までの区間
○　　　１１：００〜１１：３０

当日通行止め区間

旧清海小旧清海小

至
鴨
川

至
鴨
川

至大多喜至大多喜
清海小学校前清海小学校前

128
鵜原鵜原

至
御
宿

至
御
宿

八坂神社八坂神社

当日通行止め区間
○鵜原清海橋付近
○　　　１１：０５〜１１：５０

串浜大橋際串浜大橋際

外房
線

至
御
宿

至
鴨
川

至大多喜

成
美
学
園
高
校

（ 

旧
郁
文
小
）

成
美
学
園
高
校

（ 

旧
郁
文
小
）

128

当日通行止め区間
○旧郁文小学校前道路（旧国道128号）
○　　　１１：１５〜１２：００

297

勝浦消防署

勝浦市役所勝浦市役所入口

勝浦消防署前

至御宿

至
御
宿

至御宿
国際武道大学

①①

②②

外房
線

セブンイレブン

至大多喜

至
鴨
川

至鴨川

至
鴨
川

旧128

128

勝浦警察署

当日通行止め区間
○勝浦警察署から勝浦消防署前および
　国道297号線峯山橋までの区間
①　　１０：５０〜１１：１０　②　　１１：３０〜１２：１５

▽小湊バス運行ルート変更のお知らせ
　上記交通規制に伴い、小湊バス、豊浜小入口・勝浦市役所～ミレーニア線の一部区間【勝浦市役所行き 郁文
小学校前バス停（11：51）・串浜中ノ台バス停（11：52）・保健福祉センター前バス停（11：53）】が国道を運行し
ます。ご乗車の場合は国道沿いのバス停【串浜海水浴場バス停および串浜バス停】にて手をあげていただけ
ればバスが停車します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

第５７回 勝浦鳴海駅伝競走大会　交通規制区間
　令和７年１月１９日 (日 ) に開催する「勝浦鳴海駅
伝競走大会」に伴い、下記のとおり交通規制が行わ
れます。皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご協
力をお願いします。なお、規制時間は状況により前
後する場合があります。
問合せ　生涯学習課　☎７３－６６１３
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　市内各小中学校に、地球の温暖化、ごみの不法投棄、自然環境、大気・水質保全など環境保全問題をテーマとする
環境ポスター・環境標語コンクールの募集を行ったところ、ポスターに１０４点、標語に３６６点の応募をいただき
ました。厳正な審査の結果、入賞者が次のとおり決定しました。１２月２３日（月）まで市役所ロビーに展示いたします。
多数のご応募ありがとうございました。
問合せ　生活環境課 環境保全係（☎６２－５０９４）

〈市議会議長賞〉
國
くにとう
東　花

は な
凪（勝浦小３年）

磯
いそ
野
の
　禾

ひなた
向（勝浦小６年）

髙
たかなし
梨　真

ま り あ
理明（勝浦中３年）

〈副市長賞〉
尾
お
形
がた
　侑

ゆう
磨
ま
（勝浦小３年）

鈴
すず
木
き
　大

だい
智
ち
（勝浦小６年）

長
は せ
谷川

がわ
　龍

りゅうせい
生（勝浦中３年）

審査結果の発表
令和６年度『環境ポスター・環境標語コンクール』

環境ポスターコンクール入賞者（敬称略）

〈　市　長　賞　〉

環境標語コンクール入賞者（敬称略）

〈　市　長　賞　〉

小学校低学年の部
川
かわしま
嶋　帆

はん
（上野小１年）

小学校高学年の部
長
は せ が わ
谷川　花

か
凛
りん
（豊浜小４年）

中学校の部
鎗
やり
田
た
　真

み き
綺（勝浦中２年）

「もったいない  ちきゅうのための  あいことば」
小学校低学年の部　工

く
藤
どう
　結

ゆい
斗
と
（勝浦小１年）

「家族で仲良く同じ部屋  節電・団らん  いい事いっぱい」
小学校高学年の部　高

たかなし
梨　いろは（勝浦小６年）

「地球温暖化を止めるため  心がけようこの一瞬」
中学校の部　鎗

やり
田
た
　真

み き
綺（勝浦中２年）

〈教育長賞〉
押
おし
田
だ
　莉

り り な
里菜（勝浦小３年）

末
すえよし
吉　虹

に こ
心（勝浦小５年）

荒
あら
井
い
　紗

さ ゆ り
柚里（勝浦中３年）

 〈環境審議会会長賞〉
唐
から
木
き
　清

せい
嗣
し
郎
ろう
（勝浦小２年）

水
みず
野
の
　一

かず
翔
と
（上野小５年）

秋
あき
葉
ば
　唯

ゆ あ
愛（勝浦中１年）

〈市議会議長賞〉
大
おお
賀
が
　結

ゆい
椛
か
（勝浦小３年）

岡
おかもと
本　海

まりん
姫（興津小６年）

若
わかばやし

林　真
ま お
緒（勝浦中１年）

〈副市長賞〉
髙
たかなし
梨　想

そう
真
ま
（勝浦小１年）

唐
から
木
き
　美

み お
緒（勝浦小６年）

若
わかばやし

林　優
ゆ い
衣（勝浦中３年）

〈教育長賞〉
中
なかむら
村　友

ゆうせい
星（勝浦小３年）

秦
はた
　禅

ぜん
次
じ
郎
ろう
（上野小６年）

齋
さいとう
藤　妃

ひ な た
菜向（勝浦中３年）

〈環境審議会会長賞〉
西
にしかわ
川　幸

こはく
珀（勝浦小３年）

和
わ さ ま
佐間　杏

あん
奈
な
（上野小６年）

吉
よし
野
の
　佳

かのん
音（勝浦中２年）

〈入選〉 植
うえむら
村　美

み
月
づき
（豊浜小３年）

鈴
すず
木
き
　玲

れい
（興津小２年）

石
いし
井
い
　千

ち
尋
ひろ
（上野小４年）

尾
お
形
がた
　洋

ひろと
飛（勝浦小５年）

元
もとよし
吉　奏

そうすけ
介（勝浦中２年）

竹
たけした
下　幸

ゆき
那
な
（勝浦中３年）

〈入選〉 植
うえむら
村　晴

はる
（勝浦小１年）

芝
しば
　理

り く と
玖叶（総野小２年）

古
こ
市
いち
　光

ひかり
（上野小４年）

栗
くりはら
原　星

せい
愛
ら
（総野小６年）

植
うえむら
村　陽

ひまり
葵（勝浦中２年）

齋
さいとう
藤　妃

ひ な た
菜向（勝浦中３年）
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皆さんの自宅はどうですか？
合併処理浄化槽で水環境を守りましょう

合併処理浄化槽と単独処理浄化槽の違い
（千葉県浄化槽検査センターホームページより）

　

台
所
や
風
呂
、
洗
濯
な
ど
の
排
水
を

「
生
活
雑
排
水
」
と
い
い
、
ト
イ
レ
か
ら

排
出
さ
れ
る
し
尿
と
合
わ
せ
て
「
生
活

排
水
」
と
呼
び
ま
す
。

　
市
内
の
建
物
の
多
く
は
、
生
活
排
水
を

処
理
す
る
た
め
に
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
が
必
要
で
す
。
上
の
図
の
よ
う
に

合
併
処
理
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
場
合
、
生
活
雑
排
水
は
処
理
さ
れ
ず
に

近
く
の
川
な
ど
に
流
れ
出
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
川
や
海
を
汚
す
一
番
の
原
因

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
の
生
活
排
水
が
す
べ
て
浄
化
槽

に
流
れ
込
ん
で
い
れ
ば
合
併
処
理
浄
化

槽
で
す
が
、
不
明
で
あ
れ
ば
浄
化
槽
の

維
持
管
理
業
者
へ
問
い
合
わ
せ
て
み
ま

し
ょ
う
。
ト
イ
レ
が
水
洗
で
あ
っ
て
も
、

し
尿
だ
け
を
処
理
す
る
「
単
独
処
理
浄

化
槽
」
や
「
く
み
取
り
式
の
簡
易
水
洗
」

の
場
合
は
風
呂
や
洗
濯
な
ど
の
生
活
雑

排
水
は
処
理
さ
れ
ず
に
川
な
ど
に
流
れ

出
て
い
ま
す
。

　

水
は
生
活
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
で

す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
水
環
境
を
守

り
、
海
洋
汚
染
の
防
止
や
地
球
環
境
を
よ

り
よ
い
状
態
で
維
持
し
て
い
き
し
ょ
う
。

申
請
・
問
合
せ

　
生
活
環
境
課 

生
活
環
境
係

　
☎
73

－

６
６
３
９

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
設
置
替
え

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
海
や
河
川
の
水
質
汚
濁
を

防
止
す
る
た
め
、
自
ら
居
住
し
、
ま
た

は
居
住
し
よ
う
と
す
る
住
宅
の
既
設
単

独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
、
く
み
取
り
式

便
所
を
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
に
設
置

替
え
す
る
方
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
設
置
お
よ
び
撤
去
な
ど
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

※
工
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
そ
の

他
詳
し
く
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

補助金額

単独処理
浄化槽から

くみ取り式
便所から

５人槽 712,000 円 632,000 円

６～７人槽 794,000 円 714,000 円

８～ 10 人槽 928,000 円 848,000 円

合併処理
浄化槽

生活雑排水の汚れの量

生活雑排水の汚れの量

27g

27g

13g
13g

5g

5g+27g
32gの汚れ=4g

トイレからの汚れの量

処理されて

汚れの量

トイレからの
汚れの量

台所・洗たく・風呂などの汚れはそのまま

単独処理
浄化槽
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民生費
16.4%
民生費
16.4%

衛生費
5.8%
衛生費
5.8%

教育費
5.9%
教育費
5.9%

公債費
5.0%
公債費
5.0%

農林水産業費
2.5%

農林水産業費
2.5%

総務費
57.1%
総務費
57.1%

商工費1.8%商工費1.8%

土木費
3.5%
土木費
3.5%

消防費1.0%消防費1.0%
議会費0.7%議会費0.7%
災害復旧費
0.3%

災害復旧費
0.3%

繰入金
26.0%
繰入金
26.0%

市税
12.3%
市税
12.3%

地方交付税
15.0%
地方交付税
15.0%

寄附金
27.4%
寄附金
27.4%

市債2.9%市債2.9%

県支出金
3.1%
県支出金
3.1%

地方消費税
交付金2.2%
地方消費税
交付金2.2%

繰越金1.6%繰越金1.6%

分担金及び
負担金ほか
1.8%

分担金及び
負担金ほか
1.8%

使用料及び手数料
0.9%

使用料及び手数料
0.9%

諸収入0.9%諸収入0.9%

国庫支出金
5.9%

国庫支出金
5.9%

財
政
事
情
の
公
表

（　）内は前年度比①一般会計

寄附金 51億8,250万円 (△6.5%)
繰入金 49億2,302万円 (15.7%)
地方交付税 28億4,472万円 (△0.9%)
市税 23億3,800万円 (△0.7%)
国庫支出金 11億2,187万円 (△27.7%)
県支出金 5億7,920万円 (3.5%)
市債 5億4,951万円 (△2.6%)
地方消費税交
付金 4億1,543万円 (△2.3%)

繰越金 3億1,090万円 (△42.9%)
使用料及び手
数料 1億6,667万円 (12.4%)

諸収入 1億6,141万円 (△14.8%)
分担金及び負
担金ほか 3億4,120万円 (8.6%)

総務費 106億3,816万円 (△1.9%)
民生費 30億6,125万円 (5.6%)
教育費 10億9,187万円 (29.8%)
衛生費 10億8,752万円 (△9.1%)
公債費 9億2,799万円 (△0.1%)
土木費 6億5,134万円 (2.7%)
農林水産業費 4億7,123万円 (24.2%)
商工費 3億2,805万円 (△42.3%)
消防費 1億8,043万円 (△35.5%)
議会費 1億3,752万円 (3.1%)
災害復旧費 4,888万円 (△23.6%)

  歳　入　　　　　　　　189億3,444万円(△2.0%)

  歳　出（目的別）　　　　　186億2,424万円(△0.7%)

会　　　計　　　名 歳　　入 歳　　出 差　引　額

国民健康保険 事 業 勘 定 24億9,865万円 24億7,284万円 2,581万円
直営診療施設勘定 5,793万円 5,739万円 54万円

後 期 高 齢 者 医 療 3億3,260万円 3億2,130万円 1,130万円
介 護 保 険 24億7,236万円 24億4,834万円 2,402万円

②特別会計

区　　分 収　　入 支　　出 差　引　額
収 益 的 収 支 7億6,603万円 8億346万円 ▲3,743万円
資 本 的 収 支 5,504万円 1億3,365万円 ▲7,861万円

※資本的収支の不足額は、内部留保資金などにより賄われています。

③水道事業会計

※歳入の寄附金には勝浦市ふるさと応援寄附金が、歳出の総務費には勝浦市ふるさと
応援寄附金のお礼に関する費用が含まれています。

※表示単位未満を四捨五入により算出しているため、合計と内訳が一致しない場合が
あります。

　
市
で
は
、皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
、国
や
県
か

ら
の
支
出
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の

か
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、毎
年
２
回「
財
政
事

情
」の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、９
月
議
会
で
認
定
さ
れ
た
令
和

５
年
度
決
算
の
概
要
と
、令
和
６
年
度
上
半
期

（
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
）

の
予
算
執
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

令和5年度決算の概要

6KATSUURA 2024.12.13



予算の執行状況 ～ 令和6年度上半期（令和6年9月30日現在） ～

指　標 説　明 令和５年度 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 一般会計等の実質赤字額の標準財政規模に対す
る割合 － 14.72% 20.00%

連結実質赤字比率 すべての会計を連結した実質赤字額の標準財政規
模に対する割合 － 19.72% 30.00%

実質公債費比率 一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還
金の標準財政規模に対する割合 7.1% 25.0% 35.0%

将来負担比率 一般会計等が将来負担すべき実質的な負債額の標
準財政規模に対する割合 － 350.0% －

健全化判断比率

会　計　名 説　　　明 令和５年度 経営健全化基準
（イエローカード）

水道事業会計 公営企業の資金不足額の事業収入に対する割合 － 20.0%

資金不足比率

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、地方公共団体は、毎年度、健全化判断比率および資金不足比率
を監査委員の審査に付した上で、議会へ報告し、公表することとなっています。
　令和５年度決算では、一般会計や各特別会計および水道事業会計のすべての会計で黒字であるため、実質赤字比
率、連結実質赤字比率および資金不足比率は算出されていません。
　また、過去の借金の返済金（公債費）の総支出に占める割合を示す実質公債費比率は、早期健全化基準（イエロー
カード）を下回り、過去の借金残高などの将来にわたる負担が市の財政規模に対してどれくらいの重さであるかを示
す将来負担比率は、将来負担額を充当可能基金などの合計額が上回っているため算出されず、健全な財政を維持して
います。

健全な財政を維持しています

区分 収入予算現額 収入済額 収入率 支出予算現額 支出済額 執行率

収 益 的 収 支 7億8,533万円 2億7,430万円 34.9% 8億3,264万円 2億7,931万円 33.5%

資 本 的 収 支 9,481万円 595万円 6.3% 1億7,875万円 3,234万円 18.1%

水道事業会計

一  般  会  計 74億2,923万円

市債の現在高
土  地 3,548,105 ㎡ 基 　  金 53億9,886万円

建  物 88,764 ㎡ 有 価 証 券 475万円

主な財産

会計別執行状況
会　　　計　　　名 予　算　現　額 収　入　済　額 収入率 支　出　済　額 執行率

一 般 会 計 142億8,865万円 56億2,159万円 39.3% 43億5265万円 30.5%

国 民 健 康
保 険
特 別 会 計

事 業 勘 定 25億4,000万円 10億1,114万円 39.8% 9億217万円 35.5%

直営診療施設勘定 7,120万円 3,566万円 50.1% 2,731万円 38.4%

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億6,658万円 1億3,098万円 35.7% 6,631万円 18.1%

介 護 保 険 特 別 会 計 25億2,386万円 10億4,448万円 41.4% 10億2,883万円 40.8%
※令和 5 年度からの繰越分を含みます。
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市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
の
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ま

に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
の
状
況

を
公
表
し
ま
す
。

　
な
お
、詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

問
合
せ　
総
務
課 

職
員
係（
☎
73

−
６
６
４
３
）

令和６年度

市
職
員
の

給
与
な
ど
の
公
表

（
概
要
版
）

②給与費の状況（令和５年度普通会計当初予算）
 ( 単位：人・千円 )

職
員
数
Ａ

給　与　費 １人当たり
給与費
Ｂ / Ａ給　料 職員手当 期末・

勤勉手当
計
Ｂ

220 842,195 87,835 327,206 1,257,236 5,715
※職員手当には退職手当を含みません。
※職員数は令和５年４月１日現在の人数です。
※給与費には、任期付短時間勤務職員、再任用短時間勤務職員の

給与費が含まれており、　職員数に当該職員は含まれていません。

( 各年４月１日現在 )
区　分 勝浦市 類似団体 全国市平均

平成 31 年 100.8 97.5 98.9
令和 2 年 100.5 97.6 98.9
令和 3 年 100.1 97.5 98.8
令和 4 年 100.6 97.6 98.7
令和 5 年 100.2 97.4 98.6

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を 100 とした場合
の地方公務員の給与水準を示す指数です。

③ラスパイレス指数の状況   

( 単位：円 )

区　分
一　般　行　政　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

勝浦市 326,018 343,289 41.8 歳

国 323,823 405,378 42.1 歳
※平均給料月額とは、職種ごとの職員の基本給の平均です。
※平均給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当などの

額を合計したものです。

④平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢

⑥経験年数別・学歴別平均給料月額 
(単位：円)

区        分 一 般 行 政 職
大学卒 高校卒

経験年数１０年 261,400 234,333
経験年数 20 年 319,200 348,000
経験年数 25 年 384,020 349,100
経験年数 30 年 402,351 365,067

( 単位：円 )

区　分
初　任　給 ２年後の給料

大学卒 高校卒 大学卒 高校卒

勝浦市 202,400 170,900 213,200 181,800

国 196,200 166,600 208,000 176,100
※国の大学卒は一般職

⑤初任給 ( 一般行政職 ) 

 ( 単位：人・％ )

区分 主な職名 職員数 構成比

８級 政策統括監・副政策統括監 1 0.8

７級 課長 15 11.5

６級 課長補佐・主査 10 7.6

５級 係長・主査補 31 23.3

４級 副主査 15 11.5

３級 主任主事・主任技師 26 19.8

２級 主事・技師 27 20.6

１級 主事補・技師補 6 4.6
※市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

⑦一般行政職の級別職員数

⑧昇級期間短縮の状況
該当なし

①人件費の状況（令和５年度普通会計決算）　　
  ( 単位：千円・％ )

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ / Ａ

令和５年度
人件費率

18,613,058 44,596 1,975,730 10.6 10.3
※令和６年１月１日現在の住民基本台帳人口は１５，６６３人です。
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⑨職員手当の状況　　

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

区　　　　分 勝浦市 国

平均支給額（令和 5 年度） 1,430 千円 　

令和 5 年度
支給割合

期 末 手 当 2.45 月分 2.45 月分

勤 勉 手 当 2.05 月分 2.05 月分

加算措置の
状況

役 職 加 算 5 ～ 15％ 5 ～ 20％

管理職加算 なし 10 ～ 25％
※加算措置の状況は、職制上の段階、職務の級などによる加算措

置をいいます。

退
職
手
当

支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 19.669500 月分 24.586875 月分

勤続２５年 28.039500 月分 33.270750 月分

勤続３５年 39.757500 月分 47.709000 月分

最高限度額 47.709000 月分 47.709000 月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特別措置
(２～２０％加算 )

平均支給額 5,248 千円 22,241 千円

※平均支給額は、前年度に退職した職員（企業職を除く）に支給
された平均額です。

特
殊
勤
務
手
当

（
令
和
５
年
度
決
算
）

区　　　　分 全職種

支給実績 4,295 千円

支給対象職員１人当たり平均支給年額 91,388 円

職員全体に占める手当支給の割合 17.28%

手当の種類（手当数） 8

代表的な手当 清掃作業手当、
危険手当など

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

　　　　　　( 単位：千円 )

時
間
外
勤
務
手
当

（
令
和
５
年
度
決
算
）

令和 5 年度
支給実績 33,082

職員１人当たり支給年額 150

令和 4 年度
支給実績 48,987

職員１人当たり支給年額 233

そ
の
他
の
手
当

手当名
令和 5 年度
支給実績
（千円）

令和 5 年度
支給職員１人当たり
平均支給年額（円）

扶養手当 19,583 201 ,888

住居手当 8,507 223 ,869

通勤手当 17 ,238 95 ,239

宿日直手当 1,082 9 ,020

夜間勤務手当 641 80 ,122

休日勤務手当 1,115 28 ,598

管理職手当 13 ,548 541 ,920

⑩特別職の報酬などの状況

区　分  給料などの月額
( 令和 5 年度） 期末手当

給

料

市長 800 ,000 円

( 令和 5 年度支給割合 )

6 月期 2.175 月分
12 月期 2.275 月分

計 4.450 月分

副市長 650 ,000 円

教育長 610 ,000 円

報

酬

議長 333 ,000 円

副議長 306 ,000 円

議員 288 ,000 円

( 各年度４月１日現在、単位：人 )

　　区分
 部門

職　員　数 対
前
年
増
減
数

主な増減理由令和
5 年度

令和
6 年度

一 般 行 政 198 192 △6
組織改編による部
署の廃止・欠員不
補充

特 別 行 政 22 21 △1 異動に伴う欠員不
補充

公営企業等 25 26 1 産休代替による増

合計 245
（300）

239
（300） △6

※職員数は、一般職に属する職員数です。
※（　）内は、条例定数の合計です。

⑪部門別職員の状況および増減理由
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人事行政の
運営等の状況の公表（概要版）

　市職員の勤務時間や服務などの状況を市民の皆さまにご理解いただくため、令和６年
4 月 1 日現在の状況を公表します。

１．職員の任免および職員数に関する状況
（１）職員の採用試験の実施状況と採用者数（令和 5 年度）

区 　 　 　 分 受 験 者 数 採 用 者 数

一般行政職（上級） 0 0

土 木 職（ 上 級 ） 0 0

保 育 教 諭 3 3

社 会 福 祉 士 0 0

保 健 師 0 0

助 産 師 0 0

合 計 3 3

（２）事由別退職者数（令和 5 年度）
定年
退職

勧奨
退職

普通
退職

その他 合計分限免職 懲戒免職 失職 死亡退職
1 1 6 0 0 0 0 8

9．職員の福祉および利益の保護の状況

５．職員の分限および懲戒処分の状況（令和 5年度）
（１）職員の分限処分の事由別件数　　休職 3 名 
（２）職員の懲戒処分の事由別件数　　対象なし

区　　　分 事　　　　　　　　　項

制度の目的

職員の執務の状況を把握し、任用、給与、
分限その他の人事管理の基礎として活用す
るため、全職員を対象に能力評価、業績評
価を実施している。

評定の種類 能力評価・業績評価

7．職員の退職管理の状況

管理または監督の地位にあった職員は、離職後 2 年間、営
利企業等の地位に就こうとする場合、若しくは就いた場合
には、任命権者に一定の事項を届け出るものとしている。

8．職員の研修の状況

職員の資質向上、専門知識の修得などによる職務遂行能
力の増進を図るため、夷隅郡市広域市町村圏事務組合、
千葉県自治研修センターへの研修参加を実施している。

（１）職員の保健に関する事項
職員の健康診断の実施状況（令和 5 年度）

区 分 対 象 者 受 診 者 数
生 活 習 慣 病
予 防 検 査 35 歳以上 224 人

健 康 診 断 全職員 285 人
※生活習慣病予防検査には臨時職員への助成対象者を含む。

（２）公務災害および通勤災害の認定件数（令和 5 年度）
公務災害の認定件数 3 件 通勤災害の認定件数 0 件

（３）勤務条件に関する措置の要求状況（令和 5 年度）　
　　 該当なし

（２）年次休暇の取得状況（令和 5 年度）
職 員 数 平均取得日数 消 化 率
245 人 11.54 日 29.5%

※市長、副市長、教育長を除く。

2．職員の人事評価の状況

3．職員の勤務時間その他勤務条件の状況

６．職員の服務の状況
（１）職務専念義務免除の人数（令和 5 年度）

事　　　　　由 人数（延べ）
新型コロナワクチン接種、新型コロナウイルス
感染症に係る濃厚接触者、人間ドック受診など 61 人

（２）営利企業などの従事許可の人数（令和 5 年度）
兼業許可申請に係る許可者数 10 人

※消防団入団及び青少年健全育成事業に係る非常勤講師等のための
申請です。

（１）一般職員の勤務時間（令和６年４月１日現在）
１週間の
正 規 の
勤務時間

１ 日 の
正 規 の
勤務時間

開始時刻 終了時刻 休憩時間

38 時間 45 分 7 時間 45 分 8 時 30 分 17 時 15 分 １２時００分～１３時００分
※平成22年4月1日から1日の勤務時間が7時間45分に変更となっ

たことに伴い、終了時刻を 17 時 15 分に変更しています。

※採用は令和 6 年 4 月 1 日

問合せ　総務課 職員係　☎７３－６６４３

公表します

4．職員の休業に関する状況
　育児休業および部分休業取得状況（令和 5 年度）

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数うち両休業

取得者数
男性職員 2 0 0
女性職員 8 1 5

計 10 1 5
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
で

意
見
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き

（
意
見
公
募
）

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
る

市
政
の
推
進
の
た
め
、
市
の
政
策
を

定
め
る
計
画
の
策
定
や
条
例
の
制

定
・
改
廃
な
ど
の
案
を
広
く
公
表
し
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

案
件
名

『
勝
浦
市
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策

編
）（
案
）』
に
つ
い
て

概
要勝

浦
市
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）
は
、

２
０
５
０
年
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
、
地
域
特
性
を
考
慮
し
、

地
域
課
題
解
決
に
繋
が
る
よ
う
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目

標
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目

標
、
施
策
の
方
向
性
を
定
め
る
と

と
も
に
、
目
標
達
成
の
た
め
に
本

市
が
実
施
す
る
地
球
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
施
策
・
取
り
組
み
を
示

す
も
の
で
す
。

公
募
期
間　
12
月
20
日
㈮
か
ら
令
和

７
年
１
月
24
日
㈮

本
案
件
に
係
る

意
見
の
募
集
に
つ
い
て

意
見
を
提
出
で
き
る
方

 

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

 

・
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
そ
の

他
の
団
体

 
・
市
内
に
存
す
る
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
に
勤
務
す
る
方

 

・
市
内
に
存
す
る
学
校
に
在
学
す

る
方

 

・
右
記
に
掲
げ
る
方
の
ほ
か
、
事
務

事
業
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す

る
個
人
お
よ
び
法
人
そ
の
他
の

団
体

閲
覧
場
所

 

・
市
役
所
１
階
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

 

・
市
役
所
２
階
生
活
環
境
課

 

・
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

 

・
興
津
集
会
所

 

・
図
書
館

 

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
、
窓
口
へ
の
持
参

※
提
出
用
紙
は
右
記
の
閲
覧
場
所
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

公
表
方
法

提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、
氏
名
、

連
絡
先
な
ど
を
除
き
、
意
見
の
概

要
と
勝
浦
市
の
考
え
方
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ら
び
に
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
一
定
期
間
公
表
し

ま
す
。
意
見
の
募
集
は
、
具
体

的
な
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
単
に

賛
否
だ
け
を
記
載
し
た
も
の
や

趣
旨
の
不
明
瞭
な
も
の
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
考
え
方
を
示
さ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
意
見
に
対
し
、
個
別

に
回
答
は
致
し
か
ね
ま
す
の
で
、

そ
の
旨
ご
了
承
願
い
ま
す
。

提
出
・
問
合
せ

　
〒
２
９
９

－

５
２
９
２

　
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
番
地
の
１

　
生
活
環
境
課 
環
境
保
全
係

　
☎
62

－

５
０
９
４

　
FAX
73

－

８
７
８
８

　

hozen-k@
city-katsuura.jp

　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
地
方
公

務
員
法
の
規
定
に
基
づ
き
任
用
さ
れ

る
地
方
公
務
員（
非
常
勤
職
員
）で
す
。

　
登
録
の
後
、
選
考
を
経
て
採
用
さ

れ
た
場
合
は
、
一
会
計
年
度
（
令
和

７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月

31
日
で
必
要
な
期
間
、
市
職
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
な
た
も
市
の
仕
事
の
一
翼
を
担

う
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
働
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
職
種

▽
資
格
不
要

事
務
職
／
用
務
員
／
作
業
員
／

保
育
補
助
員
／
特
別
支
援
教
育

支
援
員

▽
資
格
必
要

保
育
士
／
看
護
師
／
保
健
師
／

介
護
認
定
調
査
員
／
社
会
福
祉

士
／
介
護
支
援
専
門
員
／
歯
科

衛
生
士
／
栄
養
士

※
代
表
的
な
例
で
あ
り
、
職
種
、
勤

務
時
間
、
勤
務
地
な
ど
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

勤
務
条
件
な
ど

 

・
勤
務
時
間
／
１
日
７
時
間
、
週

５
日

 

・
休
日
／
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

 

・
休
暇
／
年
次
有
給
休
暇
、
夏
季
休

暇
、
産
前
産
後
休
暇
、
忌
引
き

な
ど

 

・
報
酬
な
ど
／
時
給
１
，
０
７
６
円

以
上
、
賞
与
な
ど

令
和
７
年
度

勝
浦
市
会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集
し
ま
す

 

・
交
通
費
／
通
勤
距
離
に
応
じ
支
給

 

・
社
会
保
険
な
ど
／
社
会
保
険
・
雇

用
保
険
に
加
入
、
労
働
災
害
保

険
の
適
用
あ
り

 

・
そ
の
他
／
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お

持
ち
の
方
も
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

募
集
期
間　
12
月
13
日
㈮
か
ら

　
１
月
31
日
㈮
（
消
印
有
効
）

登
録
方
法

提
出
書
類
①
②
を
勝
浦
市
役
所

総
務
課
職
員
係
へ
郵
送
も
し
く

は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

①
勝
浦
市
会
計
年
度
任
用
職
員
登
録

申
込
書

②
応
募
す
る
職
種
に
必
要
な
資
格
を

証
明
で
き
る
も
の
（
資
格
証
の

写
し
な
ど
）

※
保
育
士
、
看
護
師
、
保
健
師
、
介

護
認
定
調
査
員
、
介
護
支
援
専

門
員
、
社
会
福
祉
士
、
歯
科
衛

生
士
、
栄
養
士

　
ご
登
録
い
た
だ
い
た
の
ち
、
定
員

に
応
じ
面
接
の
ご
案
内
を
い
た

し
ま
す
。

そ
の
他　
詳
し
く
は

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
総
務
課 

職
員
係

　
☎
73

－６
６
４
３

　

syokuin-s@
city-katsuura.jp
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介
護
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
き
要
介
護

認
定
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
方
で
、
一
定

以
上
の
障
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

に
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
交
付

し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
に
よ
り
、
障
害
者
手
帳
な

ど
を
お
持
ち
で
な
い
方
が
、
所
得
税
申
告

お
よ
び
市
県
民
税
申
告
の
際
に
、
障
害
者

控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
さ
れ
る
方
は
、
対
象
者
の
介
護
保

険
被
保
険
者
証
お
よ
び
申
請
者
の
身
分
証

明
書
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所
高
齢
者
支

援
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
郵
送
で
の
手

続
き
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

交
付
対
象
者

次
の
①
か
ら
④
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
方

①
本
市
に
よ
り
要
介
護
認
定
を
受
け
た
65

歳
以
上
の
方

②
要
介
護
状
態
区
分
が
、
要
介
護
１
か
ら

要
介
護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

③
療
育
手
帳
／
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
／
身
体
障
害
者
手
帳
／
戦
傷
病
者
手

帳
の
い
ず
れ
の
交
付
も
受
け
て
い
な
い

方
④
原
子
爆
弾
被
害
者
に
対
す
る
援
護
に
関

す
る
法
律
第
11
条
第
１
項
に
規
定
す
る

厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方

　

市
で
は
、
水
痘
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
発

症
す
る
帯
状
疱
疹
の
予
防
や
重
症
化
を
防

ぐ
た
め
、
50
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

対
象
者

接
種
日
時
点
で
勝
浦
市
に
住
民
票
が
あ

る
50
歳
以
上
の
方

助
成
内
容

①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
で
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
要
し
た
費
用
の
２
分
の
１
の
額

を
助
成
し
ま
す
。

①
生
ワ
ク
チ
ン
（
乾
燥
弱
毒
生
水
痘
ワ
ク

チ
ン
）

　

１
人
に
つ
き
１
回
ま
で
、
接
種
１
回
当

た
り
４
，
０
０
０
円
を
助
成
額
の
上
限

と
し
ま
す
。

②
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
（
乾
燥
組
換
え
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
）

　

１
人
に
つ
き
２
回
ま
で
、
接
種
１
回
当

た
り
１
０
，
０
０
０
円
を
助
成
額
の
上

限
と
し
ま
す
。

※
令
和
6
年
４
月
１
日
以
降
に
接
種
し
た

費
用
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
全
額
助
成
さ
れ

ま
す
。

※
費
用
助
成
は
①
、
②
い
ず
れ
か
の
ワ
ク

チ
ン
１
種
と
し
、
生
涯
で
１
回
に
限
り

ま
す
。

認
定
基
準

勝
浦
市
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
に
関

す
る
規
則
第
４
条
別
表
に
規
定
さ
れ
る

判
定
基
準
に
基
づ
き
認
定
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
判
定
基
準
に
該
当
し
な
い

場
合
は
、
非
該
当
と
な
り
ま
す
。（
介
護

度
の
み
で
一
律
に
判
断
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）

注
意
事
項

①
令
和
６
年
分
所
得
税
申
告
お
よ
び
令
和

７
年
度
分
市
県
民
税
申
告
で
障
害
者
控

除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
令
和

６
年
12
月
31
日
に
お
け
る
要
介
護
認
定

に
関
す
る
調
査
状
況
を
も
っ
て
判
定
し

た
認
定
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
認
定

書
は
、
毎
年
、
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

②
認
定
書
は
、
申
請
か
ら
交
付
ま
で
１
週

間
程
度
か
か
り
ま
す
。

問
合
せ

▽
申
請
受
付
・
認
定
に
関
す
る
こ
と　
　

　
高
齢
者
支
援
課 

介
護
保
険
係

　
☎
73

－６
６
１
７

▽
市
県
民
税
に
関
す
る
こ
と

　
税
務
課 

課
税
係

　
☎
73

－６
６
２
３

▽
所
得
税
申
告
に
関
す
る
こ
と

　
茂
原
税
務
署

　
☎
０
４
７
５

－２
２

－２
１
６
６

申
請
方
法

　
接
種
完
了
後
（
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
２
回

接
種
後
）
に
次
の
書
類
を
用
意
し
、
市

役
所
市
民
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
領
収
書

②
接
種
を
受
け
た
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
・
接

種
日
が
確
認
で
き
る
書
類
（
接
種
済
証

な
ど
）

③
振
込
先
口
座
の
通
帳

申
請
期
限

令
和
７
年
３
月
31
日

※
令
和
７
年
３
月
中
に
接
種
し
た
方
は
令

和
７
年
３
月
31
日
ま
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
２
回
目
接
種
が
次
年
度
以
降
に

な
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

医
療
機
関
で
は
、
接
種
費
用
を
全
額
自

己
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
接
種
後
に
助

成
金
交
付
申
請
書
を
市
民
課
健
康
管
理

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
指

定
銀
行
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

問
合
せ

　
市
民
課 

健
康
管
理
係

　
☎
73

－６
６
１
４

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
に
つ
い
て

帯た
い
じ
ょ
う状

疱ほ
う
し
ん疹

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す

12KATSUURA 2024.12.13



地域地域地域地域 通信通信通信通信

『たった1度の転倒で寝たきりになることも！？』①　【室内の環境整備】　

～ 介護予防のまちづくり ～

皆さんは、家の中や家の周りで、つまずいたり、滑ったりして転びそうになったことはありませんか？
年を重ねるにつれて転びやすくなり、骨折などのけがをしやすくなります。
高齢者にとって転倒が原因で、介護が必要になることはよくあります。たとえ、骨折の程度が軽く
ても、高齢の場合は、回復するのに時間がかかります。さらに、転倒することへの不安や恐怖で、何
事にも意欲がわかず、気力がなくなり、転倒リスクの増加を招くほか、引きこもりのきっかけになると
いう悪循環につながります。
　厚生労働省によれば、高齢者の介護が必要となった主な原因は、認知症、
脳血管疾患に続き、骨折・転倒が１３．９％を占めています。
　また、東京消防庁によれば、転倒の６割は住み慣れた自宅内で
発生しています。具体的な場所は、居間、寝室、玄関、階段、
廊下、浴室です。
　転倒事故は、身近な場所に転倒リスクがあることを意識し、
室内の環境を整えることが大切です。それぞれのポイントを紹介しますので、参考にしてください。

【居間・寝室】
■コードは歩く動線上を避け、かべに沿って配線するか、
　部屋の隅にまとめる
■引っ掛かりやすいカーペットやこたつ布団は使用しない
■めくれやすいカーペットの下に滑り止めシートなどを敷く
■床になるべく物を置かず、新聞紙などは片付ける
■ 1～ 2センチの段差はつまずきやすいのでスロープを
　設置するか、手すりを取り付ける

【玄関・廊下・階段】
■手すりを取り付ける
■玄関マットの下は滑り止めマットを敷く
■滑りやすい靴下やスリッパは使用しない
■足元がよく見えるように照明を明るくする
■階段に滑り止めを取り付ける

【浴室】
■手すりを取り付ける
■椅子に座って着替えをする
■入口の段差が高い場合は、すのこやスロープで段差を低くする
■滑りにくい床材にするか、滑り止めマットを敷く

問合せ　勝浦市地域包括支援センター　☎７３－６６１５

転倒の危険性を少なくするには、まずは住まいの環境整備から
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災害時の代理寄附受付で合意
全国勝浦ネットワーク会議開催

ふ
る
さ
と
納
税
代
理
寄
附
と
は
・
・
・

　
災
害
な
ど
に
よ
り
被
災
し
た
自
治
体
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
通
常
、
寄
附
金

を
受
け
取
る
自
治
体
が
行
う
必
要
が
あ

る
寄
附
金
受
領
証
明
書
の
発
行
な
ど
の
事

務
作
業
を
、
被
災
し
て
い
な
い
自
治
体
が

代
わ
り
に
行
う
こ
と
で
、
被
災
し
た
自
治

体
が
災
害
復
旧
・
復
興
に
注
力
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
取
り
組
み
で
す
。

勝浦市と徳島県勝浦町、和歌山県那智勝浦町の首長が一堂に会して第１９回全国勝浦ネットワーク会議
が１０月１０日に和歌山県那智勝浦町で行われました。
全国勝浦ネットワーク会議は、「勝浦」の地名を持つ自治体同士で交流を図ることを目的とし、平成１３

年より開催されていて今回は青少年交流や文化交流、お互いの産業振興を図るなどの取りまとめがなさ
れました。
また、近年多発する自然災害への備えとして災害発生時における、ふるさと納税制度を活用した相互

支援を円滑に実施することを目的とした「ふるさと納税代理寄附」について合意し、３人の首長が合意書
に調印しました。

左から野上勝浦町長、照川市長、堀那智勝浦町長

医 療 法 人 SHIODA
塩田病院総合診療科
部長　青 木　信 也

か
つ
う
ら
医
療
　れ
ん
ら
く
帳

　
師
走
に
な
り
ま
す
が
、
お
忙
し
く
さ
れ
て
い

ま
す
か
。
新
年
を
迎
え
る
前
に
「
在
宅
療
養
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。「
在
宅
療
養
」

と
は
、
病
院
や
施
設
に
入
ら
ず
、
慣
れ
親
し
ん

だ
自
宅
で
過
ご
し
な
が
ら
、
医
療
や
介
護
を
受

け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
在
宅
な
の
で
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
や
す
く
、
家
族
と
の
時
間
も
大
切
に
で

き
る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

「
訪
問
診
療
」
や
「
訪
問
看
護
」、「
訪
問
介
護
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
で
病
院
に
行
く
負
担
が
減
り
、
自
分
ら

し
い
生
活
を
続
け
な
が
ら
治
療
を
受
け
ら
れ
、

病
院
に
入
院
す
る
場
合
と
比
べ
て
、
日
常
の
一

部
に
医
療
が
あ
る
状
態
な
の
で
、
穏
や
か
に

過
ご
せ
ま
す
。
で
は
、
ど
ん
な
在
宅
療
養
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
の
か
少
し
説
明
し
ま
す
。

①
訪
問
診
療

　
医
師
が
定
期
的
に
患
者
さ
ん
の
自
宅
を
訪

れ
て
診
療
を
行
い
ま
す
。
癌
の
終
末
期
の
方
だ

け
で
な
く
、
酸
素
投
与
を
し
て
い
て
外
出
が
難

し
い
方
や
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
い
て
通
院

が
困
難
な
方
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
医
師
は
、

患
者
さ
ん
の
病
状
・
病
期
に
応
じ
て
適
切
に
サ

ポ
ー
ト
し
、
希
望
に
応
じ
て
自
宅
で
の
看
取
り

も
行
い
ま
す
。

②
訪
問
看
護

　
看
護
師
が
患
者
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
、
体

調
の
確
認
や
必
要
な
医
療
処
置
を
行
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
点
滴
や
薬
の
管
理
、
尿
道
カ

テ
ー
テ
ル
管
理
、
体
調
変
化
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。
看
護
師
が
定
期
的
に
訪
れ
る

こ
と
で
、
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
そ
の
ご
家

族
の
悩
み
や
不
安
に
お
応
え
し
な
が
ら
一
緒

に
患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

③
訪
問
介
護

　
介
護
職
員
が
自
宅
を
訪
れ
て
、
食
事
の
準
備

や
入
浴
、
排
泄
の
介
助
な
ど
、
日
常
生
活
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
せ
な

い
患
者
さ
ん
で
も
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
な
が
ら
自
宅
で
の
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　「
在
宅
療
養
」
を
支
え
る
た
め
に
は
、
家
族

の
協
力
や
介
護
の
準
備
も
必
要
で
す
。
相
談
も

病
院
や
市
役
所
で
出
来
ま
す
。
上
手
に
、
専
門

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
介
護
職
員
の
サ
ポ
ー
ト

を
活
用
し
て
、
家
族
の
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
自
宅
で
の
療
養
が
進
め
ら
れ
る
と
幸
せ

か
な
と
思
い
ま
す
。「
在
宅
療
養
」
も
大
切
な

選
択
肢
と
し
て
頭
の
片
隅
に
そ
っ
と
入
れ
て

お
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

コ
ラ
ム
に
関
す
る
問
合
せ

　
市
民
課　
健
康
管
理
係　
☎
73

－

６
６
１
４

在
宅
療
養
に
つ
い
て

12
13
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市長の主な動き
年
末
を
迎
え
、皆
さ
ん
い
か
が

お
過
ご
し
で
す
か
。家
の
中
の
不

要
品
を
片
付
け
、処
分
し
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

前
回
の
学
校
施
設
の
改
修
の

必
要
性
に
続
き
、今
回
は
、「
ク

リ
ー
ン
（
清
掃
）
セ
ン
タ
ー
」
に

つ
い
て
、現
状
と
方
策
を
お
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、昭
和

60
年
に
建
設
し
、来
年
で
40
年
が

経
過
し
ま
す
。毎
週
６
日
間
ご
み

を
受
け
入
れ
、内
５
日
間
、１
日

に
約
20
ト
ン
の
ご
み
を
焼
却
し

続
け
、老
朽
化
が
著
し
く
進
ん
で

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、ご
み
の

分
別
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、さ
ら
に
お
願
い
し
た

い
の
は「
紙
類
の
分
別
」で
す
。

紙
類
は
他
の
ご
み
と
分
け
る
こ

と
に
よ
り「
古
紙
」と
し
て
再
生

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、不
要
品
の
リ
ユ
ー
ス
を

目
的
に
本
市
は
先
月
、株
式
会
社

ジ
モ
テ
ィ
ー
と
リ
ユ
ー
ス
活
動

の
促
進
に
向
け
た
連
携
と
協
力

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。同
社
が
運
営
す
る
地
域
の
情

報
サ
イ
ト
『
ジ
モ
テ
ィ
ー
』
は
、

ど
な
た
で
も
簡
単
に
譲
り
た
い

不
要
品
を
掲
示
板
に
投
稿
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。ご
み
と
し
て

廃
棄
す
る
前
に
リ
ユ
ー
ス
を
ご

検
討
い
た
だ
き
、ご
み
の
減
量
化

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

生
ご
み
に
つ
い
て
も
、生
ご
み

処
理
容
器
等
の
購
入
補
助
金
を
、

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

さ
て
、現
在
こ
れ
ら
一
般
廃

棄
物（
燃
や
せ
る
ご
み
）の
広
域

処
理
を
め
ざ
し
、近
隣
市
町
と
と

も
に
行
動
し
て
い
る
最
中
で
あ

り
ま
す
が
、実
現
す
る
ま
で
の
期

間
、老
朽
化
し
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
延
命
化
を
図
り
な
が
ら

の
厳
し
い
運
営
と
な
り
ま
す
。計

画
的
な
修
繕
に
多
額
の
予
算
が

か
か
る
見
込
み
で
す
が
、ご
み
の

減
量
化
は
私
た
ち
個
々
に
で
き

る
方
策
と
言
え
ま
す
。生
活
を
支

え
る
施
設
が
、日
々
順
調
に
稼
働

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

リ
ユ
ー
ス
・
生
ご
み
処
理
容
器

補
助
金
問
合
せ　

　
清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
73
ー
２
３
７
０

市
長
室
よ
り
25 勝浦市長　照川　由美子

３年目の挑戦 ⑶
力あわせて減量を！

 11月

１日㈮　定例課長会議
３日㈰ 文化祭芸能発表会、勝浦

灯台特別公開
５日㈫ 全 国 市 長 村 長 サ ミット

2024 in 千葉
７日㈭ 海中公園避難誘導訓練視察
10 日㈰ 西東京市民まつり
11日㈪ 安全運転協議会懇親会
12 日㈫ １２月補正予算市長査定
13 日㈪ 女性市長による子ども・子

育て施策に関する懇談会
14 日㈭ 那智勝浦町議会との懇親会
15 日㈮ 市表彰式、議員全員説明会、

いすみ鉄道取締役会議
16 日㈯ 探求型学習視察
１７日㈰ 2024TOTO 杯 ミ ニ サ ッ

カー大会、夷隅郡市コー
ラス発表会

18 日㈪ 勝浦地区区長会懇親会
19 日㈫ 令和７年度負担金審議特

別委員会、環境市民会議
20 日㈬ 農業振興地域整備促進協

議会
23 日㈯ かぐやの宵
24 日㈰ 朝空マーケット、ファミリー

コンサート
26 日㈫ 安全・安心の道づくりを求

める全国大会及び要望活動
28 日㈭ 定例記者会見
29 日㈮ 定例課長会議、いすみ鉄

道対策協議会臨時総会
30 日㈯ ソフトテニス郵便局長杯、

駅ピアノフェスティバル
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電気が使えない生活を子どもと一緒に想像し、考え、体験してみませんか？

例えば、電気が使えなかったら・・・

問合せ　勝浦市こども家庭センター　親と子の家庭相談室「ひだまり」　☎７３－５５８８

「避難生活になったら・・・」を想像してみよう
 こどもと防災③

ひだまり
通信
Vol.22

災害により、避難所や自宅での避難生活を余儀なくされたら・・・。
毎日の生活で当たり前にあったライフラインが突然「電気がない」「水が出ない」「ガスが使えない」状態の生活

になったら、そのようなときどうすればよいか、慌てないためにも心構えと対応できる力を身につけましょう。

いろいろな状況、例えば「もし電気が急に使えなくなったら？」「避難リュックの中身だけで生活しなくてはいけなくなっ
たら？」を想定し、休日などを使って数時間から一晩を家族で一緒に過ごしてみませんか？
その中で次のような質問をして、話し合ってみてはどうでしょうか。

例「お部屋が暗くて何も見えないけど、どうしたらいい？」
　　⇒ランタンや懐中電灯を使ってみる、必要最小限の明かりで過ごしてみる…など
例「寒いけど、どうする？」
　　⇒長袖や防寒の衣服を着用する、使い捨てカイロを背中や足先に貼る…など
例「電子レンジが使えないけど、ご飯どうしようか?」
　　⇒非常食などを実際に食べてみる、調理不要の食べ物を用意しておく…など

定期的に避難リュックの中身を
見直してみましょう

その他にも、災害用の携帯トイレを使ってみたり、停電によりテレビやス
マホ、ゲームなどができなくなった状況を設定すると、子どもの反応も現
実味がでてくると思います。その中に子ども目線での気づきや意見がでて
くることもあります。各ご家庭でのアイデアなども入れていくと自分事とし
て考えることができ、実践につながりやすくなると思います。１年に１回で
も定期的に行うことで、避難リュックの中の衣服のサイズや非常食の内容
や必要量なども変わってくるので、このタイミングで見直すのもよいですね。
子どもの災害時における心のケアの１つとして「避難した先で子どもた

ちが安心して過ごすことができる」があります。子どもが楽しみながら防
災の経験をたくさん積むことにより、実際に災害に遭った場合にも子どもた
ちが感じるストレスを減らし、落ち着いて行動できるようになるともいわれ
ています。また、自らの安全を確保し、他の人々や地域の安全を支えるこ
とができる「生きる力」を養う防災教育にもつながります。

明かりがつかず、
部屋が暗い

エアコンが使えず、暑
さ寒さに対応できない

スマホやパソコンが使え
ず、情報が入りずらい

お風呂やトイレが
使えない

冷蔵庫が使えない 調理器具が使えない

電気が使えないと部屋は暗いし
スマホやゲームもできない。
ご飯も食べられないし
困ったなぁ・・・
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お
知
ら
せ

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

は
こ
ち
ら
か
ら
▼

（有料広告）

「
ｄ
払
い
」導
入
に

関
す
る
問
合
せ

千
葉
県
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
へ

令
和
７
年
度
の
固
定
資
産

税（
償
却
資
産
）の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

図
書
館
テ
ー
マ
展
示

 「
心
を
温
め
よ
う
展
」開
催
中

か
つ
う
ら
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
で

 「
ｄ
払
い
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す

観
光・
宿
泊
業
人
材
確
保

に
向
け
た
専
門
家
に
よ
る

相
談

令
和
７
年
勝
浦
市

二は
た
ち

十
歳
を
祝
う
集つ

ど
い

　
市
内
で
事
業
を
営
む
漁
業
者
、
農

業
者
、
太
陽
光
発
電
事
業
者
、
工
場

や
商
店
の
事
業
者
な
ど
が
、
そ
の
事

業
の
た
め
に
用
い
る
構
築
物
、機
械
、

装
置
、
工
具
、
器
具
な
ど
は
、
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在

に
お
け
る
所
有
状
況
を
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。（
地
方
税
法
第
３
８
３
条
）

申
告
期
限

　
令
和
７
年
１
月
31
日 

申
告
対
象
例

船
舶
、
漁
具
器
具
、
農
耕
器
具
、

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
太
陽

光
発
電
設
備
、
パ
ソ
コ
ン
・
電
話

等
事
務
機
器
、
机
・
椅
子
等
事
務

用
品
、
看
板
、
舗
装
、
各
工
事
費

用
な
ど
。
な
お
、
自
家
消
費
目
的

と
し
た
農
業
は
事
業
用
と
し
て
扱

い
ま
せ
ん
。

※
こ
の
申
告
は
、
確
定
申
告
と
は
別

の
申
告
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
市
内
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方

は
、
必
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

　
税
務
課 

資
産
税
係　

　
☎
73

－

６
６
２
４

　
市
立
図
書
館
で
は
、
12
月
22
日
㈰

ま
で
「
心
を
温
め
よ
う
展
」
を
館
内

に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
寒
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、『
身
体

の
内
か
ら
ぽ
か
ぽ
か
に
な
る
よ
う

な
』
本
を
展
示
し
ま
し
た
。
暖
房
器

具
に
頼
る
の
も
一
案
で
す
が
、
心
は

読
書
で
温
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ほ
っ
こ
り
す
る
本
や
前
向
き
に
な

れ
る
本
を
取
り
そ
ろ
え
、
皆
さ
ま
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
市
立
図
書
館

　
　
　
　
☎
73

－

０
３
０
０

　
令
和
７
年
１
月
の
式
典
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
市

内
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
に
は
案
内

状
を
送
付
し
ま
し
た
が
、
市
外
転
出

な
ど
に
よ
り
案
内
状
が
届
い
て
い
な

い
方
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

日
時　
令
和
７
年
１
月
12
日
㈰

　
　
　
10
時
30
分
か
ら

会
場　
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
キ
ュ
ス
テ
）

対
象
者

平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

　

か
つ
う
ら
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
実

行
委
員
会
は
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
と
連
携
し
、か
つ
う
ら
ビ
ッ

グ
ひ
な
祭
り
期
間
中
に
市
内
で
ス

マ
ホ
決
済
サ
ー
ビ
ス
「
ｄ
払
い
」

を
利
用
し
決
済
さ
れ
た
お
客
様
を

対
象
に
、
抽
選
で
「
ｄ
ポ
イ
ン
ト

（
期
間
・
用
途
限
定
）」
を
最
大
で

１
０
０
％
還
元
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
事
業
者　
勝
浦
市
内
に
事
業
所

を
有
す
る「
ｄ
払
い
」導
入
事
業
者

期
間　
令
和
７
年
２
月
15
日
㈯
～

　
　
　
３
月
16
日
㈰

※
街
の
中
小
個
店
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
大
型
商
業
施
設
、
コ
ン
ビ

ニ
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
の
大
手

チ
ェ
ー
ン
店
は
原
則
対
象
外
で
す
。

※
対
象
店
舗
か
つ
、
す
で
に「
ｄ
払
い
」

を
導
入
し
て
い
る
事
業
者
は
別
途
参

加
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
還
元
の
原
資
は
株
式
会

社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
負
担
し
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
、
観
光
・
宿
泊
事
業

者
の
人
材
確
保
・
定
着
を
目
的
に
、

経
営
・
観
光
事
業
に
精
通
し
た
専
門

家
に
よ
る
相
談
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
事
業
委
託
先
の
（
公
財
）
千

葉
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
千
葉
県
内
の
観
光
・
宿
泊

業
の
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者

（
個
人
事
業
主
）

※
飲
食
店
は
対
象
外

相
談
費
用　
無
料

相
談
可
能
日
数　
１
事
業
者
あ
た
り

年
間
最
大
５
日
ま
で

受
付
時
間　
平
日
９
時
～
17
時

相
談
・
問
合
せ　
（
公
財
）
千
葉
県

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
４
３

－

２
９
９

－

２
９
２
１

申
し
込
み
・
問
合
せ

　
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

　
☎
73

－

６
６
６
５

　
　
　
　
　
　

　
☎
０
１
２
０

－

５
７
３

－

０
０
８

　
10
時
～
18
時
（
年
末
年
始
除
く
）

問
合
せ　
観
光
商
工
課 

観
光
係

　
　
　
　
☎
73

－

６
６
４
１
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市ＨＰ

Ｘ（旧Ｔwitter）

ＨＰ

　
こ
の
調
査
は
、
２
０
２
５
年
２
月

１
日
を
基
準
日
と
し
て
行
い
ま
す
。

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
我
が
国
の

農
林
業
の
生
産
構
造
や
就
業
構
造
、

農
山
村
地
域
に
お
け
る
土
地
資
源
な

ど
農
林
業
・
農
山
村
の
基
本
構
造
の

実
態
と
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
、 

農
林
業
施
策
の
企
画
・
立
案
・
推
進

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
統
計
を

作
成
し
、提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

５
年
ご
と
に
行
う
調
査
で
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
は
、
耕

地
面
積
が
30
ア
ー
ル
以
上
の
農
林
業

を
行
っ
て
い
る
世
帯
な
ど
で
す
。

　

１
月
下
旬
頃
か
ら
調
査
員
が
調

査
書
類
の
配
布
に
伺
い
ま
す
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
ほ
か
、

紙
の
調
査
票
を
調
査
員
に
提
出
す

る
方
法
に
よ
り
ご
回
答
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
調
査

で
は
、
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
企
画
課 

政
策
推
進
係

　
☎
73

－

６
６
５
４

　
FAX

73

－

９
０
６
６

　

seisaku-k@
city-katsuura.jp

　

11
月
執
行
の
入
札
は
10
件
で
す
。

入
札
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。
二
次
元
コ
ー
ド

よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
財
政
課 

契
約
検
査
係

　
　
　
　
☎
73

－

６
６
４
９

　
防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お

り
自
衛
官
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生

　
応
募
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

※
32
歳
の
方
は
、
採
用
予
定
月
の
末

日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
方

自
衛
隊
奨
学
生

　
応
募
資
格

　

大
学
、
大
学
院
、
高
等
専
門
学
校

な
ど
で
理
学
、
工
学
、
文
学
ま
た
は

法
学
に
類
す
る
学
部
・
学
科
を
専
攻

し
て
お
り
、
正
規
の
課
程
を
修
了
す

る
年
の
４
月
１
日
現
在
で
26
歳
未
満

　
（
大
学
院
在
学
者
は
28
歳
未
満
）

予
備
自
衛
官
補

　
応
募
資
格

　
（
一
般
）18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
方

　
（
技
能
）有
資
格
者（
細
部
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　

南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種　
電
気
技
術
職
（
初
級
）

採
用
予
定
人
員　
若
干
名

一
次
試
験　
令
和
７
年
１
月
19
日
㈰

試
験
会
場　
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団

申
込
締
切

　
令
和
７
年
１
月
６
日
㈪
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、
１
月
６
日
㈪
消

印
有
効
、
１
月
８
日
㈬
必
着

郵
送
先

　
〒
２
９
８

－

０
２
２
８

　
大
多
喜
町
小
谷
松
５
０
０
番
地

そ
の
他　

受
験
案
内
、
試
験
申
込

書
な
ど
は
、
南
房
総
広
域
水
道
企

業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
解
決
の
た
め
の
助
言
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
法
律
専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

受
付
時
間

月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
30
分
～
正
午
／
13
時
～
16
時

30
分

問
合
せ

財
務
省 

関
東
財
務
局 

千
葉
財
務

事
務
所 

多
重
債
務
相
談
窓
口

　
☎
０
４
３

－

２
５
１

－

７
８
３
０

　
　
ハローワークの求人情報はこちらから
　勝浦市のホームページにハローワークの求人情
報を掲載しています。詳細については下記からご
確認ください。市ホームページで「ハローワーク」
と検索しても閲覧できます。

問合せ　観光商工課 商工係
　　　　☎７３－６６８７

２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
を
実
施
し
ま
す
！

入
札
結
果
の
公
表

南
房
総
広
域
水
道
企
業
団

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
方
へ

自
衛
官
な
ど
を
募
集
し
ま
す

そ
の
他　
試
験
期
日
、
入
隊（
校
）時

期
、
待
遇
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部

　
茂
原
地
域
事
務
所

　
☎
０
４
７
５

－

22

－

０
４
５
２

申
し
込
み
・
問
合
せ

　
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
業
務
課

　
☎
82

－

５
６
５
１

　
HPhttp://w

w
w

.m
-sui.jp/

第２回 出張！かつうら医療 れんらく帳 セミナー開催
テーマ「もしものとき、どんな医療やケアを望みますか？」

　市では、第２回 出張！かつうら医療 れんらく帳 セミナーを開催します。皆さんのご参加をお待ちしています。
日　時　１２月２２日（日）　１４時～１５時　
場　所　芸術文化交流センター（キュステ）大会議室
登壇者　塩田病院 総合診療科 青木 信也 部長
　　　　勝浦市 加藤 正倫 副市長
問合せ　市民課 健康管理係　☎７３－６６１４

※市内に在住・在勤・在学する方であれば誰でも参加でき
ます。参加の申し込みは、市民課までご連絡ください

※セミナー後に、高齢者世帯の見守り強化や離れて暮ら
す家族とのコミュニケーションを支援する「スマートス
ピーカー」の説明と実演を行います。
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武
道
学
園
で
は
、
青
少
年
の
健
全

育
成
・
武
道
振
興
の
た
め
行
って
い
る

各
教
室
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

見
学
や
体
験
も
で
き
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
柔
道
教
室
・
剣
道
教
室

　
（
小
・
中
学
生
）

▽
空
手
道
教
室
・
合
気
道
教
室

　
（
小
・
中
学
生
、
高
校
生
以
上
）

▽
書
道
教
室

　
（
小
・
中
学
生
、
高
校
生
以
上
）

問
合
せ
・
稽
古
場
所

　
（
公
財
） 

日
本
武
道
館

　
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー

　
（
勝
浦
市
沢
倉
５
８
２
）

　
☎
73

－

２
１
１
１

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
気
を
つ
け
て

　
暖
か
い
場
所
か
ら
寒
い
場
所
へ
の

移
動
、
温
度
の
急
な
変
化
が
体
に
与

え
る
影
響
の
こ
と
を「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
血
圧
が
大
き
く

変
動
す
る
こ
と
が
、
入
浴
中
の
事
故

の
要
因
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

気
を
付
け
た
い
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・
入
浴
前
に
脱
衣
所
・
浴
室
を
温
め

て
お
く

　

10
月
１
日
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
の
支
払

い
に
対
応
す
る
決
済
ア
プ
リ
に
Ａ
Ｅ
Ｏ

ＮPay

が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

ご
利
用
に
必
要
な
も
の

　
①
納
付
書　
②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

市民のうごき〔１０月末現在〕
( 　) 内は前月比
■人口
　○男
　○女

１５，２８７
７，６２３
７，６６４

人（３６減）
人（１７減）
人（１９減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

３２
３８

４
２８

１
５
０

人
人
人
人
人
人
人

■８，０６７世帯 （８減）

交通事故件数〔１０月〕
勝浦警察署　☎７３−０１１０

交通事故　４０件
○人身事故…　　２件
　　死者数：　　０人
　　傷者数：　　４人
○物損事故…　３８件

消防署の出動〔１０月〕
勝浦消防署　☎８０−０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災：　　　１件（１）
■救急：　１０９件

刑法犯認知件数【少ない順】〔９月〕　

ごみ処理状況〔9 月〕　(   ) 内は前年同月比

　■ 当 月 分 処 理 量： 
当年度累計     

（内訳）○可燃ごみ：
○資源ごみ： 

576.04t（16.48% 減）
3,587.092t
500.47t（16.34% 減）
75.57t （17.42% 減）

※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 南房総市 ７１ 24 件
２ 勝浦市 １０１ 37 件
３ 匝瑳市 １０７ − 20 件

毎月
第２日曜日

１月１２日
8：30 ～12：30

２月 ９日

・住民票、戸籍、印鑑証明、マイナンバーカードの
交付を受けることができます。

・交付の際、本人確認のできる運転免許証・マイ
ナンバーカードなどの提示が必要です。

問合せ　市民課 市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０−０１１９

◇納税・納付◇　納期　１月６日（月）
○国民健康保険税　：６期　○後期高齢者
○介護保険料　　　：５期　　医療保険料　：６期 
※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
問合せ　税務課 収納係　☎７３−６６２２

武
道
・
書
道
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
本
武
道
館 

武
道
学
園

入
学
生
募
集
中
！

高
齢
者
の
救
急
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
に
お
け
る
決

済
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
追

加
さ
れ
ま
し
た

・
お
風
呂
の
温
度
は
38
～
40
度
に
す
る

・
食
後
す
ぐ
や
医
薬
品
服
用
後
、
飲

酒
後
の
入
浴
は
避
け
る

・
お
風
呂
に
入
る
前
に
、
同
居
す
る

家
族
に
ひ
と
声
か
け
る

・
入
浴
時
に
は
手
足
か
ら
、か
け
湯

を
す
る

・
お
湯
に
つ
か
る
時
間
は
10
分
ま
で

を
目
安
に
す
る

・
浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が
ら
な
い

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

　

寒
い
日
に
入
る
お
風
呂
は
と
て
も

気
持
ち
が
い
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

そ
ん
な
幸
せ
な
時
間
も
注
意
し
な
い

と
、
危
険
な
状
況
に
陥
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
対
策
を
知
る
こ
と
で
安
全

な
入
浴
を
心
が
け
、
お
風
呂
時
間
を

安
全
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
消
防
車
や
救
急
車
が
、
い

ち
早
く
現
場
に
到
着
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　
勝
浦
消
防
署　

　
　
　
　
☎
80

－

０
１
３
４

　
③
決
済
ア
プ
リ

対
象
決
済
ア
プ
リ

au Pay

／
d
払
い
／PayB

（
※
）

／PayPay

／
楽
天
ペ
イ
／

Ｌ
Ｉ
Ｎ
ＥPay

／
Ａ
Ｅ
Ｏ
ＮPay

※
金
融
機
関
な
ど
が
提
供
す
る
ア
プ

リ
を
含
む
。
詳
細
は
、PayB

の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ホ
決
済
の
流
れ

　
①
決
済
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
②
氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
を
登
録

　

③
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

　
④
決
済
内
容
を
確
認

　
⑤
パ
ス
ワ
ー
ド
入
力

　
⑥
納
付
完
了

※
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
な
い
納

付
書
（
30
万
円
を
超
え
る
金
額
の

納
付
書
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

※
各
決
済
ア
プ
リ
の
使
用
方
法
な
ど

は
、
ご
利
用
の
決
済
事
業
者
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

　
11
月
８
日
号
（
№
９
５
６
）
12
頁

の
記
事
「
交
通
事
故
件
数
」
に
お

き
ま
し
て
、「
月
」
の
表
記
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

▽
交
通
事
故
件
数

（
誤
）〔
８
月
〕

（
正
）〔
９
月
〕
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相談日
まずは相談してみませんか？
悩みごと、わからないことなど、
お気軽に相談を

合同相談（予約制・行政相談・人権相談・心配ごとの相談など） 市民法律相談（予約制・先着順５人まで・１人につき３０分間）
１２月１６日㈪・１月１０日㈮　１３時３０分～１５時３０分 １２月２７日㈮　１月８日㈬　１３時～１６時
予約・問合せ　勝浦市社会福祉協議会（７３－６１０１）
※予約は各相談日前日の正午まで 総務課 総務係（７３－６６４６）

消費生活相談　電話相談 ２４時間健康相談ダイヤル　電話相談
祝日を除く月～土曜日　９時～１６時３０分（土曜は１６時まで） 年中無休　２４時間対応
千葉県消費者センター（０４７－４３４－０９９９） 夷隅広域健康相談ダイヤル２４（０１２０－１４３－２５１）
女性のための総合相談　電話相談 男性のための総合相談　電話相談

祝日を除く火～日曜日　９時３０分～１６時 祝日を除く火・水曜日　１６時～２０時
　　　　　　　土曜日　１２時３０分～１６時３０分

千葉県男女共同参画センター（０４－７１４０－８６０５） 千葉県男女共同参画センター（０４３－３０８－３４２１）
精神障害者の自立・社会参加に関する相談　 ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談　電話相談
祝日を除く月～金曜日　１０時～１６時 水曜日　１０時～１５時
いすみ地域活動支援センターレインボー（８２－２２２０） （一社）千葉県労働者福祉協議会（０１２０－５３－４１４１）
ちば南東部地域若者サポートステーション（予約制） 千葉県ひきこもり地域支援センター（ひきこもり相談）　電話相談
祝日を除く火～土曜日　１０時～１６時　
若者の就労・自立の支援

祝日を除く月～金曜日　９時３０分～１６時３０分
（第１金曜）１３時～１６時３０分

ちば南東部地域若者サポートステーション
（０４７５－２３－５５１５）

千葉県ひきこもり地域支援センター
（０４３－３０７－３８１２）

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。

国民年金からのお知らせ
国民年金保険料は、口座振替・クレジットカード納付が便利でお得です！
　国民年金保険料の納付には、口座振替やクレジットカードでの納付が金融機関などへ支払いに行く手間が省け、
割引もあり、便利でお得です。また、令和７年１月より新たな納付方法である「２年前納（４月開始）」が追加さ
れます。詳細については、日本年金機構ホームページをご確認ください。
■口座振替

　当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々 60 円割引される「早割制度」や、現金納付よりも
割引額が多い「６カ月前納」「１年前納」「２年前納」もあり大変お得です。ご希望の方は、納付書か基礎年金
番号通知書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参の上、ご希望の金融機関または年金事務所へお申し
出ください。
　マイナポータルから、ねんきんネットにログインしてのオンライン申請もできます。

■クレジットカード納付
　当月分保険料を当月末にクレジットカード会社が立替納付します。「６カ月前納」「１年前納」「２年前納」は
現金納付と同じ割引額となり、納め忘れがないので便利です。ご希望の方は、納付書か基礎年金番号通知書ま
たは年金手帳、クレジットカードを持参の上、年金事務所へお申し出ください。カード名義人が本人・配偶者
以外の場合は、カード名義人の同意書の提出が必要となります。

＜申込期限＞
・月々支払う場合

口座振替・クレジット納付はいつでも申し込みができ、申し込みの２～３カ月後からの開始となります。
・まとめて前払い ( 前納 ) の場合

「６カ月 ( ４月～９月 )」「１年 ( ４月～翌年３月 )」「２年 ( ４月～翌々年３月 )」・・・２月末日（納付日は４月末日）
「６カ月 (10 月～翌年３月 )」・・・８月末日（納付日は 10 月末日）

※「国民年金保険料口座振替納付 ( 変更 ) 申出書」は、年金事務所、金融機関、市民課国保年金係の窓口に、「国
民年金保険料クレジットカード納付 ( 変更 ) 申出書」は、年金事務所、市民課国保年金係の窓口に備え付けて
あります。申出書は日本年金機構のホームページからもダウンロードできます。

日本年金機構ＨＰ　https://www.nenkin.go.jp/　　問合せ　千葉年金事務所　☎０４３－２４２－６３２０
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最多の１８冊を読破した
酒井澪央さん

夏休み小中学生読書推進企画
２０２４図書館からの挑戦状

眼下に広がるダイナミックな海岸線
勝浦灯台で特別公開イベント
　１１月３日、
４日の２日間（２
日は中止）、勝浦
灯台で特別公開
イベントが開催
されました。
　普段は入るこ
との出来ない灯
台内部のらせん
階段やはしご階
段を登ると、そこには自然が織りなすダイナミック
な海岸線や澄み切った空が広がり、登頂者は灯室前
からの大海原を一望したり、写真に収めるなどして
堪能していました。
　また、会場内では勝浦カッピーとの記念撮影、灯
台グッズの配布や記念スタンプの押印、海上保安庁
や電動キックボードのブース、キッチンカーの出店
があり来場者を楽しませていました。

　夏休み中の小中学生の読書推進を目的とする、
「２０２４図書館からの挑戦状」を市立図書館主催で
実施しました。「のりものが出てくる本」「本屋大賞
を受賞した本」といった１０のテーマの中から３冊
以上の本を読んで応募する企画に、市内の小中学生
１４４人の応募があり、最も応募率が高かった興津
小学校及び総野小学校、個人で多くの本を読んだ

酒井澪
み お
央さん（興津

小２年）、齋藤颯士
さん（豊浜小６年）、
岩瀬政宗さん（総
野小６年）、本庄葵
さん（勝浦中２年）、
髙梨葵衣さん（勝浦
中３年）を表彰しま
した。

　「自分のことなんか記事にしなくていい。“勝浦の
コメは美

う ま
味いんだ”とだけ書いてくれ。」受賞後の

インタビューでそう語ったのは、杉戸で４.５㌶の田
を耕す藤

ふじ
江
え
義
よしひろ
博さん。

　１１月２０日、今年収穫されたコメの味を競う「い
すみ米」食味コンクール（JAいすみ主催）が開催され、
４８４人もの生産者らが自慢のコメの味を競う中、藤
江さんのコメが見事頂点に輝きました。
　おいしいコメを作る秘訣について尋

たず
ねると「特

別なことはしてない。良い水と土、あとは一緒に
やってくれる仲間
がいればおいしい
コメは作れるもん
だよ。」と照れく
さそうに笑ってい
ました。
　本コンクールは
「いすみ米」を日本
一のコメにするた
め、２００６年から
実施されています。

勝浦産の米が栄冠に輝く！
千葉ブランド米「いすみ米」食味コンクール

藤
ふじ

江
え

 義
よしひろ

博さん ( 杉戸 )
最優秀賞受賞！

　１１月１５日、令和６年度の勝浦市表彰式
を挙行し、市に貢献のあった方を表彰しまし
た。令和６年度の受彰者は以下の方々です。

▽鈴木　克已さん
市議会議員として市の発展および市民福祉
向上に貢献されました。

▽株式会社ＡＤＶＡＮＣＥ
　（林 伸孝 代表取締役）
市の観光振興のために役立ててほしいと寄
付金をいただきました。

▽鈴木　昭代さん
市の児童及び高齢者福祉振興のために役立
ててほしいと寄付金をいただきました。

▽中島　久美子さん
市の児童福祉振興のために役立ててほしい
と寄付金をいただきました。

市勢の発展に貢献された方を表彰
令和６年度 勝浦市表彰式
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　学校教育の進展に寄与したとして千葉県よ
り、勝浦中学校（岡安和彦校長）が教育功労
者表彰（学校教育の部）を、勝浦小学校（森
庸光校長）が学校健康教育優良学校（学校安
全）を受彰しました。
　勝浦中学校は、地域と連携した特色ある教
育課程「郷育プロジェクト」で成果をあげる
とともに「福祉教育推進校」の指定を受け、
小学校および高校とも連携した教育実践が高
く評価されました。
　勝浦小学校は児童の防犯教室や安全マップ
作りを通して、地域の防犯上に関わる危険へ
の対応などに取り組んだことや、学校・家庭・
地域などの役割を明確にすることで、学校の
安全体制を作り上げるなど安全教育の取り組
みが高く評価されました。

　１１月７日、そごう千葉店にて千葉ブランド水産
物認定書交付式があり、「勝浦釣り寒マカジキ」が本
市水産物からは５品目となる認定を受けました。勝
浦沖において１１月～３月まで釣り漁法により漁獲
されたマカジキは透明感のある赤みを帯びたオレン
ジ色で、脂がのりながらあっさりとした味と、もち
もち引き締まった食感が特徴。
　千葉県では、全国に誇る水産物を「千葉ブランド
水産物」として認定し、重点的にＰＲすることにより、
「千葉のさかな」全体のイメージアップと消費拡大を
図っています。

　近年、市周辺海域では海藻を食べるブダイなどに
よって藻

も ば
場が減少しています。藻場はアワビやサザエ

などの餌場となっていて漁業者はブダイなどを駆除し
ていますが、その後の活用方法が課題となっています。
　そうした中、市内に漁業実習場を構える大原高等
学校海洋科学系列の生徒たちが、漁協や加工業者な
どと連携し、ブダイを美味しく食べてもらえるよう
ブダイメンチを開発し、１１月２８日に市内小中学
校の給食として振る舞われました。
　勝浦中学校では、併せて藻場を守る取り組みを紹
介する授業も行われ、勝浦の海が抱える課題と、そ

の解決に向け
た活動につい
ての講話に、
生徒たちは真
剣な眼差しで
聞き入ってい
ました。

勝浦をＰＲ！千葉ブランド水産物
「勝浦釣り寒マカジキ」が認定

周辺海域の藻
も ば

場を“美
お い

味しく”守れ！
学校給食でブダイメンチに舌鼓

郷土料理を未来へ！「食と健康教室」開催

太巻き寿司で薔
バ ラ

薇咲かす！
　１１月２６日、勝浦小学校の 5年生が、太巻き寿
司づくりに挑戦しました。
　慣れない「巻きす」を使っての調理とあって悪戦
苦闘する児童の姿も見られましたが、千葉県調理師
会勝浦支部の皆さんから丁寧な手ほどきを受けて、
太巻き寿司の断面に薔

バ ラ
薇を咲かすことを目指し、真

剣な眼差しで調理をこなしていました。
　中には「薔薇になってないかも・・・」と、不安
な様子で包丁を入れる児童もいましたが、断面に見
事に咲いた薔薇が現れると、笑顔の花を咲かせてい
ました。

学校のさまざまな取組が
高い評価を受け表彰
勝浦中学校・

勝浦小学校が県表彰
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勝浦の二大海の幸、ご馳走カレー

行列が絶えず、大盛況

10 月 27 日に開催されたイベントの様子

秋に咲くヒマワリと秋
コスモス

桜が織りなす花畑
大楠花フェスタ by コスモス開催

地域のチカラで咲かす花
コスモスフェスタ in 市野川開催

海の幸を贅沢に使ったカレーに長蛇の列
勝浦風漁師カレーが

大日本水産会会長賞を受賞

　秋深まる里山に、色彩豊かな花畑が現れました。
　１１月２日から１７日にかけて、大楠で「大楠花
フェスタ by コスモス」（大楠ふるさと保全会主催）
が開催され、黄色が鮮やかなヒマワリに縁取られた
畑一面にコスモスが咲き誇り、訪れる人々の目を楽
しませていました。
　取材日には総野小学校の１・２年生が授業の一環
で訪れており、地域の方々との交流を楽しみながら、
記念写真を撮ったり、芋掘り体験をするなどし、に
ぎやかな笑い声が山中に響き渡っていました。

　１０月２６日から１１月３日にかけて「コスモス
フェスタ in 市野川」が開催されました。
　期間中には地元の野菜やキウイ、手芸品の出店が
あったり、和太鼓やコーラスなどのパフォーマンス
が行われるなど、多くの人々でにぎわいました。
　主催する市野川営農組合は、地域の農地保全や環
境美化に取り組んでいる団体で、コスモスの他にも
勝浦市のシンボルツリーであるアジサイなども植栽
するなど、四季を通じて美しい環境づくりを目指し
て活動しています。

　１１月４日、お台場青海地区特設会場内にて第
１０回Ｆ

フ ィ ッ シ ュ
ｉｓｈ－１

ワン
グランプリが開催されました。

国産水産物の消費拡大を目指すため、書類審査を通
過した全国８団体が出場。勝浦漁協女性部・新勝浦
市漁協女性部は「勝浦風漁師カレー（サザエカレー・
伊勢海老添え）」という、まさに勝浦だからこそでき
るコラボ食材で勝負に挑みました。長蛇の列ができ、
用意した６５０食は完売、「大日本水産会会長賞」を
受賞し、全国に誇れる勝浦産水産物を多くの方にＰＲ
しました。

Ｆ
フ ィ ッ シ ュ

ｉｓｈ－１
ワン

グランプリとは・・・
日本を元気にする「魚の祭典」。
全国各地の漁師が推

お
す“今一番食べて欲しい魚（国

産水産物）”を使った料理コンテストで、審査委員と
来場者の投票でグランプリが決定します。
会場では老若男女が楽しめるさまざまな催しが行わ
れ、大勢の人でにぎわいます。
２０１３年度から開催されており、今回で１０回目
を数えます。
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MY STAGE

市
短
歌
会

朝
起
き
て
末
期
の
水
と
ポ
カ
リ
飲
む

　
九
十
八
の
父
娘
笑
わ
す

岩
崎
裕
子

数
日
を
空
け
て
帰
宅
の
真
夜
中
に

　
車
停
め
れ
ば
金
木
犀
香
る

那
須
真
治

箒
よ
り
種
が
落
ち
た
か
鉢
の
中

　
夏
の
陽
浴
び
て
赫
き
コ
キ
ア
に

大
槻
晏
子

高
齢
の
夫
と
の
会
話
笑
い
あ
り

　
互
い
の
欠
点
猫
の
せ
い
に
す
る藤

江
あ
け
み

神
秘
な
る
池
の
水
面
に
空
あ
り
て

　
青
き
を
深
め
る
青
い
池
見
ゆ

遠
藤
久
子

世
界
地
図
日
本
地
図
を
貼
り
付
け
し

　
老
人
ホ
ー
ム
の
母
の
部
屋
な
り

岩
崎
千
恵

去
年
こ
と
し
酷
暑
の
ゆ
え
か
風
運
こ
ぶ

　
木
犀
の
香
の
淡
き
を
覚
ゆ

黒
沼
令
子

仲
良
し
と
思
い
出
多
い
教
室
に

　
帰
し
て
く
れ
た
ク
ラ
ス
会
な
り

渡
辺
洋
子

御
輿
な
く
お
囃
子
ば
か
り
の
秋
祭
り

　
過
疎
化
の
風
に
子
等
の
声
さ
び
し

小
沢
き
み
枝

ベ
ビ
ー
カ
ー
の
見
知
ら
ぬ
幼
な
が
わ
ら
い
く
る

　
抱
っ
こ
し
て
貰
う
？
と
マ
マ
も
笑
っ
て
く
れ
た

吉
野
佳
世
子

間
引
き
菜
の
水
透
く
青
さ
折
角
の

　
い
の
ち
の
芽
生
え
と
き
の
間
な
り
き

里
見
絹
枝

物
干
に
雨う

滴て
き

並
べ
て
秋
雨
の

　
行
方
は
知
ら
ず
残
照
の
な
か

海
老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

現
れ
し
梢
の
向
う
の
お
ん
や
し
ろ

　
話
題
と
し
た
る
子
も
老
い
そ
め
し梅

園
妙
子

長
雨
で
つ
く
ろ
い
も
の
を
ひ
さ
び
さ
に

　
針
の
目
通
す
夫つ
ま
と
四
苦
八
苦

田
仲
久
子

廃
屋
の
庭
に
コ
ス
モ
ス
乱
れ
咲
き

　
黒
猫
眠
る
小
春
日
の
午
后

小
林
秀
子

人
は
み
な
寂
し
き
器
さ
わ
や
か
に

　
日
々
し
な
や
か
に
生
き
よ
と
思
う

西
川
八
重
子

八
十
余
歳
の
初
恋
告
白
同
窓
会

　
聞
く
ほ
う
照
れ
て
も
彼
女
は
真
顔刈

込
勝
子

ぬ
ば
た
ま
の
夜
に
会
す
る
白し
ろ
た
え妙

の

　
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
香
り
満
ち
く
る伊

達
ひ
ろ
み

朝
日
浴
び
た
お
や
か
に
舞
う
秋
あ
か
ね

　
涼す
ず
か
ぜ風

つ
れ
て
山
よ
り
降お

り
ぬ

太
田
幸
子

市
俳
句
会

秋
澄
む
や
遠
く
海
見
る
老
ひ
し
蜑あ
ま

田
畑
祥
泉

星
月
夜
小
さ
き
港
に
地
蔵
堂

酒
井
良
司

短
日
や
開か
い
炉ろ

仕
度
の
あ
れ
や
こ
れ

関
野
汀
華

菊
を
着
て
大
多
喜
城
主
男
振
り

田
邉
観
潮

俳
句
（
一
般
）

南
天
の
葉
擦
れ
の
音
や
初
時
雨

江
澤
茂
子

ス
ケ
ッ
チ
の
鉛
筆
カ
サ
コ
ソ
冬
ざ
る
る岡

村
朋
子

厳
冬
を
い
た
わ
り
合
ひ
て
二
羽
の
鳥

野
上
草
風

秋
深
し
駅
の
ピ
ア
ノ
に
人
だ
か
り

江
澤
光
惠

爆は

ぜ
し
火
に
人
ど
よ
め
き
ぬ
里さ
と

神か
ぐ
ら楽

仲
谷
敏
夫

※
お
願
い　
誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
１
月
10
日
号
は
12
月
19
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
Ａ
ク
ラ
ス

　
優　
勝　
小
田
拓
也
・
西
本
生
樹

　
　
　
　
　
（
お
気
楽
バ
ド
）

　
準
優
勝　
志
村
尚
輝
・
豊
田
保
貴

　
　
　
　
　
（
勝
浦
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

　
第
３
位　
伊
大
知
賢
治
・
東
條
拓
実

　
　
　
　
　
（
ハ
イ
ク
リ
ア
ー
）

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
Ｂ
ク
ラ
ス

　
優　
勝　
田
中
知
樹
・
大
澤
千
香
子

　
　
　
　
　
（
お
気
楽
バ
ド
）

　
準
優
勝　
長
谷
川
直
広
・
森　
友
之

　
　
　
　
　
（
長
生
）

　
第
３
位　
山
口
英
治
・
貝
塚
文
敏

　
　
　
　
　
（
羽
球
ク
ラ
ブ
）

レ
ジ
ェ
ン
ド
＆
ル
ー
キ
ー
ク
ラ
ス

　
優　
勝　
古
賀
陽
一
・
鵜
澤
惠
理
子

　
　
　
　
　
（
一
宮
）

　
準
優
勝　
片
本
了
平
・
加
藤
里
美

　
　
　
　
　
（
双
葉
）

　
第
３
位　
高
地
俊
行
・
小
高
悦
子

　
　
　
　
　
（
睦
沢
）

第
81
回
勝
浦
市
民
秋
季

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
結
果

第
14
回
勝
浦
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

男
子　
優　
勝　
　
横
尾　
博
史

　
　
　
準
優
勝　
　
齋
藤　
実

　
　
　
第
３
位　
　
中
村　
篤
司

女
子　
優　
勝　
　
髙
橋　
君
江

　
　
　
準
優
勝　
　
小
島　
と
み
子

　
　
　
第
３
位　
　
金
子　
清
美
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『
広
報
か
つ
う
ら
』次
号
は
1
月
10
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 

千
葉
県
勝
浦
市
総
務
課
☎
０
４
７
０（
73
）６
６
５
７

〒
２
９
９

−

５
２
９
２ 

千
葉
県
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
ー
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　https://w

w
w

.city.katsuura.lg.jp/

コレ読んで！図書館
からの

コレ読んで！

高峰秀子／著
河出書房新社
　子どもの頃、読書感想文の
ために読んだ「二十四の瞳」。
その映画がテレビで放映さ
れ、先生役が、彼女でした。
当時、名前も知らず映像はモ
ノクロ。でも、その存在感は

今でも記憶に残っています。そんな彼女の没後５
周年に出版された本書には、九十三人の人生相談
に対する簡潔明瞭な答えが掲載されています。ズ
バリ！なそれは、どれも深くて心に響きます。

〇庭仕事の愉しみ　○首を整えると脳が体を治しだす
〇くまのパディントン　〇フローラのもうふ

コレも入ってます！

高峰秀子の人生相談

勝浦小学校　6 年生

安東　沙桜
勝浦小学校　6 年生

磯野　禾向
　私の将来の夢は保育士です。
　私が将来保育士になりたいと思ったきっかけ
は、私が幼稚園に通っていた頃の担任の先生です。
私が困っていたり、悩んでいたりすると、いつで
も話を聞いてくれて、優しくしてもらったことを
今でも覚えています。私は、先生の優しさにたく
さん助けてもらいました。
　将来は、私が出会った幼稚園の先生のように、
子供たちの気持ちに寄り添ってあげられる優しい
保育士になりたいです。その為にたくさん努力し
て、夢を叶えられるように頑張りたいと思います。

　私は将来、プロサッカー選手になりたいです。
味方からパスを受けて、シュートを決める瞬間は
最高に嬉しいです。憧れている選手は、久保建英
選手です。いつも味方の位置を意識してプレーを
しているところがすごいです。私も周りの状況を
よく見て味方からのパスを受けやすい動きができ
るようにしたいです。
　私がプロサッカー選手になってピッチに立った
ら、たくさん声を出し、チームを支えられる大きな
存在になりたいです。プロサッカー選手になる為に
毎日練習を重ね、夢に近づけるようにしたいです。

「保育士になり
たい」

「プロサッカー選
手になりたい」

第１回 かつうら健
けんこうせんりゅう

康川柳 募集中！

少し早めの「本の福袋」のご案内
　今年度も 12月 18日（水）より「本の福袋」の
貸し出しを行います。福袋は 3冊入りで一人 1袋
まで先着順で貸し出します。今回の「コレ読んで！」
は、貸出開始に先立ち、一足先に福袋に入ってい
る本の一部をご紹介します。

ちば電子
申請サービス

応募資格　勝浦市在住・在勤・在学中の方
記入事項　①川柳　②ペンネーム・雅号（任意）
　　　　　③お名前（本名）　④年齢
　　　　　⑤電話番号　⑥お勤め先（学校）
　　　　　⑦お住まいの住所
応募期限　令和７年１月３１日（金）
結果発表　令和７年２月２０日に表彰式を行い、
　　　　　市ホームページで公表します
応募方法
　窓口に持参・ハガキ・ＦＡＸ・ちば電子
　申請サービスでご応募ください
　〒２９９－５２９２
　勝浦市新官１３４３－１
　勝浦市役所 市民課健康管理係
　FAX ７３－４２８３
※詳細は市ホームページで
　ご確認ください
問合せ　市民課 健康管理係
　　　　☎７３－６６１４

お題「健康」
健診・運動・ダイエット・お口の健康・

心の健康・睡眠など
五・七・五のリズムで、

普段感じていることなどを川柳にしてみよう
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。


